
『ケアマネジメントは実践知である。 

 実効性をともなわない思想や理論だけでは意味がない。 

 しかし、技術は工夫され、定着し、継続しなければこれも意味がない。』 

                    （野中猛 「ケア会議で学ぶケアマネジメントの本質」 2013.4） 

申し込み、連絡先は裏面です。 

講    義：上原    久（静岡県、聖隷福祉事業団） 

事例検討①：東 美奈子（島根県、訪問看護ステーション Relisa） 

事例検討②：佐藤 珠美（北海道、居宅介護支援事業所さいどbyさいど） 

4.9(sat) 13:00 受付開始 
      13:30 講義 
      14:30 事例検討 ① 
      18:30 終了 

元日本精神障害者リハビリテーション学会会長 

故 野中猛 先生 による 事例検討 

領域を越えて、 
利用者理解の本質に迫る！ 

ケアマネジメントの 
本質を深める！ 

会場：日本精神科看護協会 
          「 東京研修会場 」 

    東京都港区港南2-12-33 

       品川キャナルビル７F 

4.10(sun) 9:00 事例検討 ② 
       13:00 まとめ 
       13:30 終了 

参加費：10,000円 
（ 当日徴収 ） 

定員：100名  
（ 定員になり次第締め切らせていただきます ） 

＜主催＞ 

特定非営利活動法人 

野中ケアマネジメント研究会 



2016 年 4 月 9 日（土）・10 日（日）野中式事例検討会

公開講座申込み用紙

野 中 ケアマネジメント研 究 会 山 下 行 き

お手数ですが、本紙をメールに添付の上、

下記のアドレスに送信をお願いいたします。

※ 定 員 を 超 え て お 断 り す る 場 合 の み 、 連 絡 さ せ て い た だ き ま す 。

メールアドレス sukoyaka@omura-shakyo.net

該当する項目に○印をおつけください。

氏 名

所 属

連絡先

Tel

e-mail

従事して

いる領域

高齢 障がい 児童 就労 司法 教 育

生活困窮 その他（ ）

野中式の事例検討の参加経験 ある ない

なお、メールでのお申し込みがむずかしい場合は、次のＦＡＸ番号に必要事項

をご記入の上お申し込み下さい。 →ＦＡＸ番号 ０９５７－４７－５８８４

４月５日(火)

締め切り

野中ケアマネジメント研究会

病気や障害をもちながら⾃宅で⽣活することが当たり前になった今⽇、保健・医療

・福祉・教育・労働・司法等の諸分野において、専門職が連携して支援を提供する必

要性が高まっています。昨今では、介護⽀援専⾨員や相談⽀援専⾨員の育成⽅法の⾒

直しが、また生活困窮者支援では伴走的支援者の人材育成が始まり、それを担う人材

の育成が喫緊の課題として注目されています。

野中ケアマネジメント研究会は、このような中で、本質的な実践技法を追求すべく、

元⽇本福祉⼤学教授であり、⽇本精神障害者リハビリテーション学会会⻑であった野

中猛先生の呼びかけによってスタートしました。

上原久（静岡、共同代表）、白木裕子（福岡、共同代表）、植田俊幸（鳥取）、山下浩司（長崎）、東美奈子（島根）、
奥田亜由子（愛知）、前山憲一（愛知）、岡部正文（東京）、小笠原隆（岩手）、佐藤珠美（北海道）、大久保薫（北海道）

問い合わせ先：（山下）０９０－４５８５－１１０１


